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最
近
五
十
年
支
那
事
界
の
回
顧

こ
、
漢
以
後
の
支
那
史
の
資
料

秦
漢
以
後
、
即
ち
紀
元
前
三
世
紀
末
以
後
の
支
那
史
の
資
料
は

古
代
の
そ
れ
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
そ
の
中
で
最
も
重

き
を
な
す
も
の
は
官
撰
の
歴
史
(
疋
史
)
で
あ
っ
て
、
現
在
そ
の
教

は
二
十
四
あ
り
、
各
K

一
つ
の
王
朝
に
就
い
て
書
か
れ
て
居
る
が

中
で
五
つ
だ
け
は
敢
朝
代
に
亘
っ
て
居
る
。
と
れ
等
の
正
史
は
翠

①
 

去
る
年
代
記
で
は
な
く
し
て
、
い
づ
れ
も
殆
ん
ど
同
一
の
睦
制
に

従
っ
て
編
纂
さ
れ
て
居
る
。
郎
ち
〔
一
〕
宮
廷
及
び
園
家
の
編
年
史

①
 

な
る
「
本
紀
」
。
〔
二
〕
著
名
な
る
人
物
の
偉
記
、
守
山
o
m吋
担
方
日
比
四
)
列

体
。
ヨ
一〕
政
治
・
典
雄
・
地
理
・
天
文
・

書
誌
等
に
関
す
る
特
殊

友
記
述
、
「
志
」等
で
あ
る
o

志
は
正
史
の
中
の
ど
れ
に
も
有
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
多
く
は
之
を
有
し
て
居
り
、
又
中
に
は
「
表
」の
あ

〆-、
一一¥】，

ア

ン

-J、、

τ7 

リ
・

7

:九

内内

藤

耕

共

藤

戊

謹

申 良15

ニ1土，、

る
も
の
も
あ
る
。
一
つ
の

E
史
を
形
づ
く
る
此
等
の
各
部
分
は
、
併

し
乍
ら
必
デ
し
も
平
等
の
慣
値
を
持
っ
て
居
る
と
は
限
ら
な
い
山

本
紀
|
之
は
年
月
日
の
順
に
諸
の
事
件
を
記
し
て
居
る
ー
が
中
で

最
も
確
賃
で
あ
る
が
、
と
れ
は
本
紀
が
公
の
記
録
に
撮
っ
て
書
か

れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
漠
代
に
於
て
、
天
子
の
生
存
中
に

勅
選
史
料
編
纂
官
が
任
命
さ
れ
、
公
文
書
を
選
り
分
け
た
り
、
起

居
注
(
事
貫
と
事
績
の
記
帳
〉
と
呼
ば
れ
る
年
月
順
の
摘
要
を
編
纂

し
た
り
す
る
と
と
が
行
は
れ
て
居
り
、
六
世
紀
頃
か
ら
は
各
王
侯
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の
死
後
直
に
そ
の
治
世
の
官
撰
の
歴
史
、
印
ち
貫
録
を
編
む
習
慣

が
始
ま
っ
て
居
る
。
と
れ
等
の
編
築
物
は
一
王
朝
が
亡
び
た
後
に

勅
命
の
委
員
舎
に
よ
っ
て
、
或
は
削
補
を
加
へ
ら
れ
、
或
は
是
正

さ
れ
、
以
て
本
紀
の
基
礎
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
り
、
木
紀
の
確

貫
性
は
ひ
と
へ
に
と
れ
等
の
典
撮
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
て
居
る
の



で
あ
る
。
本
紀
以
外
の
部
分
は
そ
れ
程
確
貨
で
は
友
い
。
志
は
そ

の
慣
値
が
甚
だ
直
々
で
あ
る
し
、
列
停
は
屡
々
墓
碑
銘
や
銘
諜
が

そ
の
典
操
と
な
っ
て
居
る
と
と
が
あ
る
か
ら
資
料
と
し
て
は
注
意

を
要
す
る
口
加
之
、
各
正
史
が
凡
て
同
等
の
慣
値
を
持
っ
て
居
る

と
す
る
ゑ
ら
ば
そ
れ
は
大
饗
な
誤
り
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
種
k

の
般
地
ー
は
あ
る
に
し
て
も
、
兎
に
角
こ
の

E
史
な
る
も
の
が
雨
漢

か
ら
清
朝
の
君
臨
に
至
る
迄
(
紀
元
前
二

O
二
年
よ
り
紀
元
後
一

六
四
四
年
ま
で
)
絶
ゆ
る
と
と
友
〈
続
い

τ来
た
と
と
は
真
に
驚

く
べ
き
事
責
で
あ
る
。
向

E
史
以
外
に
も
古
人
及
び
近
人
の
、
官

撰
乃
支
は
私
修
の
、
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
閲
す
る
数
多
の
著

作
が
存
在
し
て
居
り
、
乾
隆
の
四
庫
金
書
締
目
提
要
は
そ
れ
等
の

書
物
に
謝
し
て
批
判
的
査
定
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
宅
M
L
F
O

は

そ
の
著

Z
2
2
0ロ
の
E
g
g
-
W
2
R
R
9
M
M・
5
1∞
同
に
於
て
之

を
要
約
し
て
居
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
如
何
に
豊
富
且
つ
多
様
な

も
の
で
あ
る
か
ど
分
る
で
あ
ら
う
。
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註①
こ
、
に
は
簡
単
な
概
略
を
示
し
た
Y
げ
で
あ
っ
て
、

晋
官
官
の
裁
認
の
如
〈
附
録
の
め
る
色
の
も
め
る
。

①
列
俸
と
い
ふ
字
は
い
つ
も
ゲ
ザ
賞
者
E
O
と
課
さ
れ
て
は
居
る
が
、

列
俸
の
中
に
は
外
闘
停
な
ど
も
牧
め
ら
れ
て
庶
る
の
だ
か
ら
こ
の
課

諾
は
箔
省
で
は
な
い
。

中
に
は
例
へ
ば

と
れ
等
の
資
料
の
研
究
は
ほ
ん
の
最
近
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
明

あ
っ
て
、
二
十
四
史
の
中
で
は
最
も
古
い
史
記
が
唯
一
つ
の

Ee

4
曲
目

5
2
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
分
を
澗
閑
語
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
、
叉

正
史
の
批
判
的
に
検
討
さ
れ
た
も
の
は
唯
二
つ
し
か
友
い
。
卸
ち

①
 

一
は
史
記
を
の

Z
4
8
5∞
が
、
一
は
六
世
紀
の
一
小
王
朝
の
歴

史
、
梁
書

ep希
組
氏
が
研
究
し
た
の
み
で
あ
る
。
向
と
の
他
十

③
 

一
世
紀
の
歴
史
家
、
鄭
樵
に
就
て
顧
韻
剛
氏
が
立
波
な
研
究
を
護

表
し
て
居
る
。
然
し
乍
ら
賓
を
云
へ
ば
、
詳
細
な
研
究
を
す
る
場

合
は
別
と
し
て
、
欧
洲
の
支
那
接
者
が
最
も
多
く
使
用
す
る
の
は

断
代
史
で
は
友
く
て
、
簡
略
な
提
要
書
、
通
鑑
網
目
で
あ
る
。
と

の
書
は
朱
某
の
監
修
の
下
に
編
纂
さ
れ
、
一
二
二
三
年
に
公
に
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
を
明
宋
迄
延
長
し
た
所
の
二
つ
の
増
補

@
 

と
共
に
、
十
八
世
紀
に

M
M

・
《
伊
豆
急
目
白

①
 

同

V

・d
司
日
冊
目
州
刊
『
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が
諜
し
て
居
り
、
最
近

に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
。
兎
に
角
と
の
書
は
支
那
の

一
般
史
全
躍
に
謝
す
る
基
礎
と
し
て
投
に
立
つ
木
で
あ
る
。

註①
戸
市
∞
冨
吉
岡
O
W
冊
目
立
3
2
5
5帥

円

凶

o
F
Ees回
寸
回
w
W
D
(
司
馬
遷
)
・

同-
H
a〈
-
z
g
a
]
D
o
u
-
参
看
同
-
H
・同ロ門凶

g仏
FHEoロ・

①
朱
希
題
、
滞
梁
和
白
史
考
。
関
摩
季
刊
、
第
一
傘
、
一

l
ニ
抜
、

二
三
年
、
所
載
。
(
支
那
語
)

①
願
額
剛
、
尉
脚
樵
草
骨
越
考
。
閥
摩
季
刊
、
第
一
容
、

九

一
九
一
一
三
年
、
九



2生2

郷
樵
、
向
上
、
三

O
九

|

六
ー
一
三
八
頁
、
三
五
三

l
三
八
五
頁
。

=
一
三
二
頁
。
(
支
那
語
)

①
H
M
・
仏
四
冨
曲

-
-
g
u
E
5
0
5
1忠
円
曲
】
刊
号
】
却
の

F
E白
(
支
那
品
旭

史
)

w

】
叶
叶

4
1
4
m
y

①
H
M

・4
司

wm内
円
、
、

H
a
m
H
E
Y
-
2
0円
K
E
g
-
前
出
。

本
文
中
人
名
に
「
氏
」
そ
附
げ
た
も
の
と
附
け
な
い
も
の
と
あ
っ
て
邦

語
に
於
て
は
多
少
脊
具
に
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
之
は
版
文
に
於
て
現
存

の
人
に
は
ロ
向
・

(
5
0
ロ
印
日
開
口
と
を
附
し
、
故
人
に
は
全
て
之
を
省
い

て
あ
る
の
全
共
依
課
し
た
銭
で
め
る
O

(

課
者
詑
)

三
、
漢
よ
り
蒙
古
の
侵
略
迄
の
支
那
帝
国

(
紀
元
前
三
世
紀
|
紀
元
後
十
二
世
紀
)

と
の
時
代
の
専
門
的
な
研
究
は
そ
の
教
が
甚
だ
少
く
、
下
の
如

き
も
の
が
あ
る
に
過

7
2
0
古
代
封
建
制
度
の
機
嘘
の
上
に
近

代
的
信
閣
を
打
ち
建
て
た
、
か
の
偉
大
な
る
秦
の
始
皇
(
前
二
四
六

|
二
一

O
)
の
悌
は
蒋
干
の
史
家
の
筆
左
唆
し
た
の
で
あ
っ
た
が

そ
の
い
づ
れ
も
大
し
て
成
功
し
て
ゐ
る
と
は
言
へ
友
い
。
漢
の
英

①
 

主
、
武
帝
(
前
一
四

O
l八
七
)
の
治
世
に
就
て
は
、
幸
ひ
の
E
S
P
-

D
刊
∞
が
大
家
の
筆
を
臨
っ
て
之
を
殺
越
し
て
居
り
、
叉
纂
奪
者

①
 

主
葬
(
紀
元
後
九
|
一
一
一
一
)
に
閲
し
て
は
胡
遁
氏
の
小
論
文
が
あ

る
D圏

内
の
歴
史
は
未
だ
殆
ん
ど
研
究
さ
れ
て
居
な
い
。
官
制
に
就

①
 

て
は
の
叩
岡
田
4
田口
D
g
が
作
っ
た
薬
及
び
漢
の
行
政
一
覧
表
の
中
に

於
て
単
に
基
本
的
な
事
項
の
概
略
が
一
不
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い

②

①

 

し
、
経
済
史
は
加
藤
氏
及
び
岡
崎
氏
の
若
干
の
論
文
中
に
於
て
咋

今
や
っ
と
手
を
著
け
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
日
常
生
活
の
歴
史

に
至
つ
て
は
未
だ
そ
の
緒
に
さ
へ
も
著
い
て
居
な
い
有
様
で
あ

①
 

る
。
然
し
乍
ら
、

c
c
p司
氏
の
考
古
堅
的
研
究
の
結
果
、
始
め

て
漢
代
の
生
活
献
態
に
劃
す
る
正
確
友
'
智
識
が
粛
さ
れ
、
特
に
住

居
、
什
器
、
徽
説
、
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
等
に
閲
し
て
は
大
に
明

に
さ
れ
て
、
体
統
的
文
献
の
誤
謬
の
訂
正
さ
れ
た
所
も
少
く
な
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ν、。註①
∞
弘
同
O
巳『
W
4
Y刊
百
円
印
同
H
W
S
H
u
m
『
。
♂
戸
市
出
〈
目
的
。
同

EM刊
の

E
ロロ日開

∞ロ司曲目
U
H
U

。
or・][∞∞
4
w
]
ナ品臼・

岡
、
刊

mmR
のF
e
u

山
口
∞

E
F
目
当

g
m
吋
a

F

(

泰
始
皇
帝
)
・

H
A
四

円

o
E印
=

〈
Ha〈同
H
F
5
2
E
∞
∞
・
所
載
。

同司ν
.
k〉山，、斗阿吋4

ザ∞包円叩
y凶而円勺宮VX内J
出-佐凹門

g。-町円白仏己刃。凶可苫『言白白一戸己
g戸=
『

図
史
)y.H呂坦円
5。
.
参
着
。

①
の
伊
雪
国
H
M
D
m
m
W
E
b
s
-
主的円・
h

口、
M
C
O
1
2
0
・
及
び

F
g
Hロ∞
nt

弘同
UH-oロ
白
色

2
斗
ω
ぷ
ロ
(
泰
碑
)
・

H
・
曲
目
・
口
内
切
同
(
昌
也
∞
)
w

見
∞
l



g
H
所
載
u

冨
A
m
g
-
r
s
f
F
H
E
S
P
-
F
M内
ロ
ー
の
〈
ロ
ケ
同
上

回
目
『

w

〉同】同
M

・

①
胡
遇
、
王
芥
。
胡
適
文
存
、
第
二
集
、
各
一
、
三
一
|
四
二
頁
所
載
。

①
加
藤
繁
、
継
(
漢
代
に
於
げ
る
事
頁
制
度
)
の
意
義
に
就
て
。
東
洋
態

報
、
第
十
碑
官
、
一
九
二

O
年
、
四
二
六
!
四
三
二
頁
所
歳
。
唐
代
に

於
げ
る
不
動
産
質
に
就
て
。
同
上
、
第
十
二
傘
、
一
九
二
二
年
、
入

o
l八
八
頁
所
載
。
内
荒
宅
使
考
、
向
上
、
第
十
袋
、
一
九
二

O
年、

一
一
一
一
一
一
良
以
下
所
載
。

①
岡
崎
文
夫
、
漢
書
食
貨
芯
上
に
就
い
て
。
支
那
壊
、
第
三
袋
二
九
二

二
年
、
二

O
l
=二
頁
所
載
。
字
文
献
の
括
戸
政
策
に
就
い
て
。
同

上
、
第
二
傘
、
一
九
二
一
年
、
四
二
|
五
一
一
員
所
裁
。

①
円
、
宮
崎
町
ア
の

y
g刊
日

開

。

O
H
R
ミ
0
同
岳
町
出
国
ロ
(
漠
)
《
守
口
曲
目
タ

】

m
v
O
甲

山

(uv-ロ
白
血

Awn-副
司

巴

m
E円
m
p
H由
回
中
・
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質
際
の
所
、
従
来
研
究
さ
れ
て
来
た
の
は
主
と
し
て
封
外
闘
係

乃
奈
征
服
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

漢
の
武
帝
が
朝
鮮
を
征
服
し
た
後

①

②
 

と
L

に
置
い
た
「
郡
」
の
歴
史
地
理
に
就
て
は
樋
口
氏
並
び
に
白

鳥
氏
の
研
究
が
あ
り
、
満
洲
の
歴
史
地
理
に
劃
し
て
は
満
餓
の
壷

①

②

 

力
に
よ
っ
て
公
に
さ
れ
た
研
究
が
あ
る
。
叉

の

Z
4
8
5∞
は
宋

の
時
代
に
満
洲
の
ま
の
牙
朝
に
使
し
長
那
使
節
の
と
れ
を
研

究
し
て
居
る
。
葉
の
中
葉
の
領
土
鏑
張
は
〉
R
2
8
g
z
-
国

g
E

Z
曲目宮
B
の
雨
氏
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
居
り
、
冨
白
田
宮
円
。
氏
は

と
の
他
、
馬
援
将
軍
の
東
京
(
交
祉
)
遠
征
(
西
暦
四
四
年
¥
六

世
紀
に
於
け
る
安
南
暴
動
の
歴
史
、
及
び
唐
代
の
安
南
の
地
理
等

①
 

を
も
研
究
し
て
居
る
。
十
三
世
紀
の
蒙
古
の
支
那
征
服
以
前
に
於

⑦
 

け
る
雲
南
の
韓
国
、
南
詔
の
歴
史
は
先
に

m
s
y
R
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
が
、
命

Y
5
0口
氏
及
び
司

L
E
E訟
は
之
を
更
に
精
確
な

①
 

も
の
と
し
た
。
向
。

z
gロロ
g
は
南
詔
の
碑
銘
を
翻
語
し
て
居

る
口
西
臓
の
搭
史
は
と
れ
迄
飴
り
よ
く
識
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
の

だ
が
、
併
を
色
の
柱
薩
の
碑
文
〈
八
世
紀
)
の
醗
語
の
ゐ
蔭
で
い

く
ら
か
分
る
様
に
怠
っ
た
口
占
波

(
2
3
3
中
部
及
び
南
部
安

き
に
閲
し
て
は
、

P
5
5
8
2
氏
の
占
波
遠
征
の
研
究
が
あ

@
 

り
、
更
に
阿
川
町
]Z2
氏
は
十
三
世
紀
に
カ
ン
ボ
ヂ
ヤ
に
使
し
た
支

那
の

一
使
節
の
紀
行
文
を
慨
-
藷
し
、
且
六
世
紀
に
於
け
る
カ
ン
ボ

デ
ヤ
並
び
に
占
波
と
支
那
と
の
関
係
を
審
に
し
た
後
、
西
暦
第
十

世
紀
に
至
る
約
千
年
間
の
、
印
度
支
那
及
び
馬
来
群
島
と
支
那
と

の
閥
係
を
詳
細
に
亙
っ
針
究
明
し
た
。
加
之
、
支
那
の
史
家
が
著

は
し
た
も
の
L

他
に
、

m，

R
E
E
氏
が
公
に
し
た
ア
ラ
ピ
ヤ
の
地

理
撃
者
の
文
献
も
加
ふ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
の
地
方
に
闘
す
る

資
料
は
よ
り
一
一
居
完
全
な
も
の
に
・
な
っ
た
と
言
ひ
得
る
。
降
っ
て

蒙
古
の
侵
略
を
被
る
以
前
の
、
十
三
世
紀
の
印
度
洋
諸
国
並
び
に

回
数
固
に
釘
す
る
支
那
人
の
智
識
は
越
汝
諮
の
書
中
に
見
え
て
居

る
o

と
の
書
に
は

E
5
7
と

列

島

E
の
語
が
あ
可
制

，a
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同ME向山広町田由同国
-uop
同U
O
円曲目ロ臼

2
E
B
m
B
E
a
r
v
句
切
開
阿
司
令

目
中
。
江
町
ロ
伴
内
吉
〈
口
問
。
曲
Z
M〈
ロ
マ
包
ん
v
n
-
o
(
八
世
紀
よ

b
十

八
世
犯
に
至
る
、
ア
ラ
ピ
ャ
、
ベ
ル
シ
ヤ
及
ぴ
ト
ル
コ
人
の
幅
聞
東
に

闘
す
る
膝
行
記
及
び
地
理
皐
的
文
献
)
・

5
5・

@
国

5
7
2
同Hon-hEF
ゎ
E
C
T
'
r
E
(越
放
諮

r
E曲
者
。
円
r

g
H
V刊
の
E
g
g
s門
戸
〉

g
σ
g仏
O
S
F
o
z
n
-
b
v
g
m凶

毎
日
2
2
v
n
g
g丘町国
W
E
E
-

①
 

中
央
琵
細
直
諸
園
と
の
関
係
は
、
最
近
の
考
古
墓
前
大
探
険
除

①
 

却
ち
∞
8
5・

p
g
白
色
3
・同

Mm--5・
西
本
願
寺
等
の
吐
魯
蕃

(
寸
。
民
間

g
)
へ
の
探
険
股
が
教
k

の
重
要
注
護
見
に
よ
っ
て
と
の

地
方
に
闘
す
る
我
k

の
智
識
を
一
新
し
て
以
来
特
に
大
な
る
註
意

を
喚
起
す
る
に
至
っ
た
。
同
教
に
改
宗
す
る
以
前
の
中
央
E
細
亙

の
と
と
を
記
し
た
支
那
人
の
記
録
、
即
ち
正
史
の
記
事
、
諸
碑
文

悌
敬
巡
贈
者
の
物
語
等
に
劃
し
て
は
既
に
醜
謹
や
註
緯
が
出
来
て

居
る

I
W
古
い
時
代
に
文
化
の
小
中
心
を
篤
し
て
居
た
和
閥
、
庫

車
、
吐
魯
蕃
〈
穴
VO窓
口
・
穴
OERE-
叶

2
民
自
)
等
の
地
方
の
歴

史
に
閲
し
て
は
.
も
は
や
文
献
と
登
掘
ロ
仰
と
の
比
較
研
究
の
域
を

@
 

漸
く
院
し
つ
L
あ
る
献
態
で
あ
る
。
相
弐
い
で
興
っ
た
か
の
勾
奴

2必

突
既
及
び
同
紘
|
い
づ
れ
も
支
那
と
そ
の
勢
力
を
競
っ
た
程
の
強

⑤
 

園
で
あ
る
が

l
の
歴
史
に
も
同
様
の
と
と
が
言
ひ
得
る
。
他
方
、

如
上
の
園
々
と
の
国
境
に
於
け
る
支
那
側
の
防
禦
機
聞
に
就
て
も

①
 

大
に
明
に
さ
れ
る
所
が
あ
っ
た
。
加
之
、
此
科
事
的
探
険
の
結
果
は

三
十
年
前
に
は
何
人
も
夢
想
だ
に
し
‘
な
か
っ
た
、
古
い
時
代
の
中

央
亙
細
E
を
我
k

の
前
に
再
現
し
て
見
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
換
言

⑦
 

す
れ
ば
、
諾
の
悌
歌
文
化
や
未
知
の
イ
ン
ド
・
ユ
ー
ロ
ピ
ア
ン
語

が
そ
の
姿
を
現
は
し
た
し
、
叉
と
の
地
方
会
僅
に
於
け
る
イ
ラ
ン

③
 

的
、
摩
尼
教
的
、
基
督
教
的
の
影
響
が
す
っ
か
り
明
る
み
に
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
今
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
先
づ
言
語
で
は
、

今
日
土
耳
古
語
の
み
が
行
は
れ
て
居
る
現
今
の
支
那
ト
ル
キ
ス
タ

ン
地
方
を
躍
に
亘
っ
て
、
ソ
グ
デ
イ
ア
ナ
の
イ
ラ
ン
方
言
、
和
閲

庫
車
、
曙
刺
沙
爾
、
吐
魯
蕃
(
剛

905MM
同内
OCHnz・
関
曲
円
曲
n
y
F

①
 

斗
。
ロ
円
な
ロ
)
等
の
言
語
が
古
く
は
行
は
れ
て
居
た
と
と
が
明
に
さ

れ
た
0

・
次
に
、
と
れ
等
の
護
掘
物
中
に
は
多
く
の
摩
尼
敬
文
献
の

寓
本
を
含
ん
で
居
る
の
だ
が
、
中
で
も
還
な
の
は
弐
の
二
つ
で

あ
る
。
一
は
土
耳
古
語
の
蟻
悔
析
薦
文
で
、
〈

g
-刊の
O
G

と

F
p

r
R
と
に
依
て
護
表
さ
れ
て
居
り
二
は
漢
文
の
教
義
書
で
、
の

Ea

@
 

2
5
2
と
司
四
回
吾
氏
の
融
課
が
あ
る
。
向
護
掘
の
結
果
、
伊
型

の
西
部
.
ト
ク
マ
ク
及
び
ピ
チ
ベ
ク

2
i
o
r
g目
F
回以

n
S島
)
に

於
て
柏
時
代
の
新
し
い
(
九
|
一
回
世
紀
)
基
督
教
徒
の
墳
墓
が
、

旺
魯
審
附
近
の
景
教
寺
院
の
痩
撞
中
か
ら
基
替
教
の
古
い
壁
蓄
が

-37-
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見
出
さ
れ
た
他
、
殿
拍
屈
に
於
て
は
.
八
位
紀
頃
漢
文
に
-課
さ
れ
た

「
景
敬
三
威
蒙
度
読
」
の
若
干
の
祇
片
が
護
見
さ
れ
、

か
く
て
七
批

紀
の
頃
侮
道
除
が
敬
舎
を
建
て
る
需
に
支
那
へ

向
っ
た
道
筋
が
明

に
な
っ
抗
別
に
(
明
代
に
)
唐
の
都
祉
で
一
つ
の
碑
文
が
見
出
さ

れ
て
居
る

G
m
Y
Tパ
ク
ト
リ
ァ

、
ソ
グ
デ
イ
ア
ナ
及
び
印
度
と

の
開
係
は
玄
白
5

5
コ
や
∞1
2
5
F臥三
氏

等
が
研
究
し
て
居

⑬
 

h
ノ、
封
羅
馬
帝
国
の
問
題
は
曾
て

出
町
吾
に
よ
っ
て

検
討
さ
れ

て
、
ー
支
那
人
の
記
辿
と
希
脳
、
羅
典
の
地
理
製
者
の
記
述
、
並

び
に
科
墜
的
探
険
の
結
果
と
を
比
較
封
照
し
て

l
z
pの
道
」

(
円

o
c
g

円

r
z
s
-
m
)
友
る
も
の
が
は
っ
き
り
分
る
様
に
な
っ
た。

•• 

羅
馬
帝
国
の
支
那
稿
で
あ
る
大
秦
と
い
ふ
名
の
由
来
は
未
だ
分

•• 

ら
な
い
が
、
ビ

ザ
ン
チ
ン
帝
園
の
支
那
栴
で
あ
る
拙
蒜
な
る
名
栴

の
起
源
は
、
印
度
及
び
欧
羅
巴
に
於
け
る
「
支
那
」
の
構
呼
と
共
に

p--5同
氏
に
よ
っ
1

て
解
明
さ
れ
る
所
が
あ
っ
た
。

(
未
完
)

詰①
特
に
地
現
準
的
性
質
を
秒
び
た
採
除
は
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。
考

古
態
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
中
央
盟
細
援
に
到
す
る
注
窓
会
喚
起
し

た
の
は
、
一
八
九

O
年

問
。
ョ

2
の
廊
車
に
於
げ
る
悌
典
の
匁
本
の

滋
見
、
及
び
其
後
】
M
2
8
5
r
F」
(
】
∞
詰
)
や
り

5
3
5
-
仏
叩
見

7
5∞

の
同
様
の
後
見
以
来
の
'
』
と
で
あ
る。

①

ω
8
5・
∞

2
5色
白
・
巴
己
・

∞
4
伺

3
HB岡市
内
出
口
、
∞
ロ
一
巾
コ
z
b
n
『町田
己
】
門
的
。
同
国
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O
C
円
コ
町
一
可
一
口
の
刊

2
2・白
-

〉
包
E
・同∞一
Wu--也
(
}
…
v

・

同V
巾
}}』。同

w
F目
ア白

3
2
0ロ回以内一
--OH
巾
コ
〉
丘
町

nmD岬

g
r・
5
2
e悶
】・

西
本
願
寺
、
西
域
考
古
闘
諮
c

一
九
一
五
年
、

等
。

①
明『

-
E
E
Y
凶

dy巾
田陣
。
ミ
止
の

7
3ぬ
刷
会
内
主
張
殺
)
旬
。

y-5.印

H
U
3
5
2
5

ヨ2
2
D
〉

3
L
門
出
口
∞
-
-
p
o
s
n
F
E
∞
え

ω
E
'
E
(
史
認
大
宛
侮

γ
一『
・
〉

5
3
-n・
2
・
的

on-
-
H
U』ブ

∞
ua

zu・
附
載
。

〉・

4
〈〕

L
F
2
0丹市田

03
予
向
者

2
5
5
5
m
F
O
D♂
弓
白
己
的

--
P
O
S

H}話
、
吋
田
町内

D
Z
S
ω
r
o
o
(前
漢
書
)
・

σ
r
g
w
H・
3
門YEMU-

T
E
f
〉
己
ぬ
・
同
∞
∞
。
山
田
口
・
]
∞∞
]
・
所
載
c

。
ゲ
虫
記
コロ

2
・
H
h
町
田
円
Mmm可
師
向
。
円
nF仏
2
M
H
q白
HU吋

t

r
z
m
o
c
a

Z
コ
n
y。
戸
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